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Temafloxacinの 臨 床 的検 討

和 田光一 ・瀬賀弘行 ・川島 崇 ・塚田弘樹 ・荒川正昭

新潟大学医学部第二内科*

新 しいキノロン系抗菌剤temafloxacil1を 感 染を伴 った気管支拡張症5例,慢 性気管支炎2

例・陳旧性肺結核2例 ・問質性肺炎1例,慢 性肺気腫1例,急 性膀胱炎1例
,腎 孟腎炎2例 の

計14例 の感染症に使用 した・本剤の臨床効果は,14例 全 例有効であ り,細 菌学的効果は

消失5例,減 少1例 ・不変1例 ・菌交代1例,不 明6例 であった。本剤によると思われる副作

用,臨 床検査値の異常は認め られなかった。

Keywords:temafloxacin,呼 吸 器 感 染 症,尿 路 感 染 症,ニ ュ ー キ ノロ ン剤

新しい経 口用 キ ノロ ン 系 抗 菌 剤 で あ るtemafloxacin

(TMFX)1)を14例 の感 染 症 に使 用 し,検 討 した 。

対象例 は,1990年10月 よ り1991年5月 ま で に 新 潟

大学医学部附属病 院 第 二 内 科 にて 取 り扱 っ た 症 例 で,

男5例,女9例,年 齢 は20歳 か ら76磯 で あ っ た 。 対 象

疾患は,感 染 を伴 った 気 管 支 拡 張 症5例,慢 性 気 管 支

炎2例,陳 旧性肺 結 核2例,間 質性 肺 炎1例,慢 性 肺 気

腫1例,急 性 膀胱 炎1例,腎 孟 腎 炎2例 の 計14例 で あ っ

た(TableL1,1-2)。 起 炎 菌 は ,Streptococcns pnenmo-

niae1例,HaemnoPhilns ingnenzae1例 ,Haemnphilns

parahaemolyticus1例,Enterobacter aerogenes1例,

Psendomonas aerngfnosa2例 ,Escherichia coli1例,

Staphylococcus arreusとKlebsiella pnenmoniaeと の 混 合

感 染 例1例 で あ っ た 。

TMFXは,1日150～450mgを1～3回 に 分 け,内 服

で 使 用 した 。 期 間 は6～14日,総 使 用 量 は1 .2～4.29

で あ った 。

TMFX使 用 に よ る効 果 の 判 定 は,起 炎 菌 の 明 ら か な

症 例 で は,細 菌 の 消 失 の 有 無 を み た 細 菌 学 的 効 果 と 自

他 覚 所 見 お よ び検 査 所 見 の 改 善 度 をみ た 臨 床 効 果 の2

Table 1-1. Clinical effect of temafloxacin

*

: Before treatment/after  treatment ND: not done
*
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Table 1-2. Clinical effect of temafloxacin

*

: Before treatment/after treatment ND: not done tbc: tuberculosis

IP: interstitial pneumonia CPE: chronic pulmonary emphysema

Table 2. Laboratory findings

B: before A: after
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面から実施した。

TMFX使 用による成績の概要はTable1-1,1-2に 示

した。臨床効果は,有 効14例(全 例)で あった。細菌学

的効果は,消 失5例,減 少1例,不 変1例,菌 交代1例,
む

不明6例であった。P.aemgfnosaは,2例 の うち1例 は

除菌されたが,1例 は不変であ った。S.aureusの1例

は減少にとどまった。菌交代例における使用後出現菌

は,S.pneumoniaeで あ った。その他の起炎菌は,本 剤

使用後消失した。本剤によると思われる副作用,臨 床

検査値の異常は認められなかった(Table2)。

以上のごとく,TMFXを14例 の感染症に使用 し,

有効性 と安全性 を検附 したが,有 効率は100%と 良好

な成績が得 られた。細菌学的効果 も菌消失率75.0%と,

比較的良好であった。本剤は,グ ラム陽性球菌 とグラ

ム陰性桿菌の双方に対 し,新 キノロン剤のなかでも良

好な抗菌力を有 してお り1),安 全性にもす ぐれてお り,

有用な薬剤であると考えられる。
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Clinical study of temafloxacin
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We evaluated the clinical efficacy and safety of temafloxacin (TMFX), a new quinolone

antimicrobial agent. TMFX was administrated for 11 respiratory infections and 3 urinary tract

infections. The patients received the drug orally for 6 to 14 days at a dose of 150-450 mg/day.

Clinical effects were good in all 14 cases. Neither side effects nor abnormal laboratory findings

were observed after administration of TMFX.


